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　1970年コルヒチン法により育成した4倍体シナノグルミ樹の諸形質を調べてきた。今回は4倍

体の花粉発芽率の再調査と、花粉管の伸長状態及び4倍体の原系統である2倍体美鶴樹の二次生

長芽並びに2倍体の自然受粉実生個体を材料としてそれらの染色体を観察した。特に、後段の問

題は染色体観察に用いる根端がクルミは挿木が不可能なため実生苗に頼らざるを得ず、従って同

一個体の染色体を詳細に分析することが困難であるので、この点の解決をはかることを目的とし

て意図されたものである。

　尚、この結果の概要は園芸学会平成2年度秋季大会に報告した。

材料及　び方法

　花粉発芽率と花粉管長は4倍体美鶴母樹（No．451、19年生、以下4x）と2倍体美鶴（No．

403、24年生、以下2x）を用い、1988年それぞれ24時間樹上で開繭したものと、開繭中の雄花穂

を採取し24時…問室内で開繭させたものに大別して、採取直後と5℃10日貯蔵後の花粉の発芽力に

ついて調べた。即ち、樹上開満区のうち4x樹からは1988年5月4日17時から5月5日17時まで

の24時間、開薪中の雄花穗にパラピン紙小袋を…掛けて花粉を採取し、同日発芽床に播き採取当日

播種区とした。同様に2x樹からは5月12日14時から5月13臼14時の間に樹上で開薪したものを

用いた。一方、室内開繭区は4xからは5月4日17時に開繭中の雄花穂を採取し5月5日17時ま

で、2xからは5月ユ2日14時から5月ユ3日14時まで室内で開薪させたものを用い、採取当日に発

芽床へ播種をした。また、5℃10日貯蔵の場合それぞれの所定日の前夜に冷蔵庫より出して室温

に順化させたものを用いた。発芽床の組成は藤糖7％、寒天2％、pH　6．0（pHの調製は

HCI、　NaOHによる）とした。関係湿度も考慮してデシケーターを用い濃硫酸と蒸留水の混合

比により、40％、60％、80％、100％の4段階を設定、25℃恒温下播種24時間後に鉄酢酸カーミ

ンで染色し、花粉粒の直径以上花粉管が伸長したものを発芽花粉と見倣してその数を調べた。花

粉管長は同時に各区150を接眼測微計を用いて測定した。

　染色体観察材料採取個体のうち2x（No．552、10年生、以下2x　No．　552）については1989年　7

月27日に強勢定を行ない8月31日発生した二次生長芽を、2x美鶴自然受粉実生は1988年産の殻

果を翌春素焼鉢に播き9月8日根端を採取した。二次生長芽は0．002M　Oxinで4hr前処理後
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5℃の簡易カルノア液で1hr固定した。根端の前処理は8hrとし固定液のEthanolの濃度を

80％とした。それぞれの材料は70％Ethanolで貯蔵しておき逐次実験に供した。細胞壁の解離

には4％CELLuLAsE　‘ON・zuKA’R－10と4％PEcT・LYAsE　Y－23混合液（pH　4．5　M。11。。i。

bufferに溶解）を用い、葉の原基2－3枚の成長点で37℃75分、根端では50分とした。染色法は

Ag一　1法（30％AgNO3、55℃湿室9分、2％Giemsa　5秒）によりプレパラートを作製して鏡

椥た・絶体は輔の個々の全長を計りそ備成は篠遠の核型の劾し劣に準じ、全長の鰍

から最大の1／2までをAの組とし、次のものからその1／2までをBの組とした。

結　　　　：果

　4x花粉の発芽率と花粉管長の測定結果を第1表に示した。樹上で開繭した場合と室内で開蔚

させた場合に大別し関係湿度をかえて検討したが、2x樹上開騎採取当日の発芽率は最高12．5％

（湿度60％）、最低8．7％（湿度40％）で平均発芽率は10．2％であった。4xは最高8．2％（湿度80

％、100％）、最低5．2％（湿度40％）平均7．3％で4xが低く、これは試みたいずれの湿度条件に

おいても同様であった。花粉管長は平均2x　O．243±0。147　mm、4x　O．157±0．089　mmで4xの伸

長が悪く偏差も少なかった。また、5℃で10日貯蔵後の発芽率は2xが平均8．5％に対し4xは

第1表．4倍体シナノグルミ花粉（4x美鶴No，451樹）の発芽率と花粉管長（1988）

区
関係

ｼ度

採　取　当　日　　　5℃貯蔵IO日後減少率 採　取　当　　日　　　　5℃貯蔵10日後　減少率
調査数　発芽率（a）花粉管長（皿田）　調査数発芽率（b）　（a）一（b）

区
関係

ｼ度 調査数発芽率紛花粉管長（皿田｝　調査数発芽瑠b）　（a｝一（b｝
2x

Sx

Qx

Sx

Qx

Sx

Qx

Sx

40％ 1963　　　8．7　　0．242士0．183　　2222　　8．2　　　0．5

P578　　　5．2　　0．136±0．080　　2264　　0．7　　　4．5

P769　　12．5　　0．240：ヒ0曾123　　2113　　7孕7　　　4．8

P557　　　7▼5　　0．150：ヒ0．081　　2299　　工暫1　　　6．4

P993　　10．3　　0．221±0．143　　1971　　9．3　　　1．0

P869　　　8．2　　0．171：とO．097　　2212　　192　　　7．0

P972　　　9．4　　｛｝．267：ヒ0．138　　1999　　8▼6　　　0．8

P867　　　8．2　　0．171±0．099　　1503　　2．5　　　5，7

室内開莉

2x

Sx

Q×

Sx

Qx

Sx

Qx

Sx

40％ 1973　　11．1　　0．177±0．088　　2437　　　6．1　　　5．0

P778　　　6．1　　0。167±0．093　　1968　　2．6　　　3．5

Q066　　10．4　　0．335二」：0．233　　2578　　　6，9　　　3．5

P822　　　8．5　　0．191：量：0．115　　1799　　　1．5　　　7．0

Q348　　13．7　　0．229±0．138　　2298　　8，5　　　5．2

P858　　　5．4　　0．180±〔｝．102　　2012　　2p5　　　2◆9

Q187　　13？0　　0，250ゴ：0，167　　2582　　6．3　　　6．7

P888　　　8．0　　0．188：ヒ⑪．114　　2339　　1．1　　　6．9

平均2x

@　4x

一■ 1924，　10．2　　09243：ヒ0．147　　2326，　8，5　　　1．7

P717．　　7．3　　0◆157±0，089　　2069．　1．4　　　5，9

平均2x

@　4x

一一 2143，　12．1　　0．248±0．157　　2473．　7．0　　　5官1

P836．　　7．0　　0．182±0．106　　2004．　1．9　　　5、1

1．4％であった。仮に、採取当日の発芽率と5℃10日貯蔵後の発芽率の差を発芽減少率とした場

合、2xの平均が1。7％であったのに対し4xは5．9％で4xが高率であった。室内開繭花粉の採取

当日の発芽率は2xが最高13．7％（湿度80％）、最低10．4％（湿度40％）平均12．1％で、4xの場

合最高8．5％（湿度60％）、最低5．4％（湿度80％）平均値では7．0％で前者と同様の結果を示し

た。平均花粉管長は2xO．248±0．157　mm、4xO．182±0．106　mmであり同様に4xが劣ってい

た。5℃10日貯蔵後は平均2x　7．0％、4x　1．9％で樹上開荊花粉を用いた場合とほぼ同様であっ

た。しかし、室内開ra　2xの発芽減少率は樹上開蔚に比べ高率であった。
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第1図，2x美鶴自然受粉実生個体（a，　b）と2x美eeNo．　552樹生長点

（c，d）の染色体（Ag－1法，500X位相差，　a，　cは染色体の輪郭を強調したもの）

第2表．2x美鶴自然受粉実生個体と2x美鶴No．　552樹の相同対ごとの染色体

系　　　統
供　試

g　織

1 II III IV V VI

1　　2 3　　4 5　　6 7　　8 9　　10 11　　12

2x美鶴自然受粉実生

Qx美鶴（No．552）

根　端

ｶ長点

2．86串2．86串

R．81＊3．33孝

2．38　1．90

R．33率3．33率

1．90　1．90

R．05　2．86

1．90　1．90

Q．86　2．86

1．90　L90

Q．86　2．86

1．90串1．62串

Q．67　2．57

VII V旧 IX X XI XII XHI
13　　14 15　　16 17　　18 19　　20 21　　22 23　　24 25　　26

1．90　1．90

Q．38　2．38

1．71　1．90

Q．38　2．38

1．90　1．90

Q．38　2．38

1．90　L43

Q．38　2．38

1．90　1．43

Q，38　2。19

1．43　1．43

Q．19　1．90

1．43　1．43

P．90　1．90

XIV XV XVI

27　　28 29　　30 31　　32

平均染色

ﾌ長（μm）
核　　型

1．43　1．14

P．90　1．71

1．14　1．05

P．62　1．52

1。05　1，14

P．43　1．43

1．73±0．43

Q．42士0．59
2n＝32茸27A十5B
Qn＝32＝27A十5B

（注）＊；マーカー染色体

　第1図に調査2系統のidiogramを、第2表にその全腕長の測定結果を示した。第1図のa、

bとc、dはともに同一核板であるが、　a、　cはコンデンサーの操作により個々の染色体の輪郭

を強調して全腕長の長い順に配列したものである。2x美鶴自然受粉実生根端の染色体長は最大

2．86、最小1．05、平均1．73±0。43μmでその全腕長及びその形態から16対に分類されたが、その

形態は第1染色体のNo．1、2のうちNo．1は頭（caput、以下c）型でNo．2は角（seta、以

下s）型であり、第VI染色体のNo．11、12はともにs型であった。2x　No．552の生長点を材料と

した場合最大3．81、最小L43、平均2．42±0．59μmで、第1染色体のうちNo．1はs型でNo、2

はc型であった。また、第II染色体のNo．3、4はs型であった。更に、これら32本を個々の全

長により相同対を求めたところ両材料区とも16対に分けられ、ともに第XIV対No．27までがA群

で他がB群と見倣され両者の核型は2n＝＝32＝27A＋5Bと示された。
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考　　　　察

　人為倍数性植物において往々にして生じる低稔性機構については雌雄双方について説明がなさ

れなければならない。これらの観点から先ず4xの花粉発芽率について検討したが、もとより花

粉はその熟度、採取方法、発芽床の組成、温湿度等の発芽環境他により微妙に変化するものでも
　6）　　　　　　　　　　　　　　　　14，15，16）

あり本実験においても同様で1988年再度検討した。花粉の熟度の点から24時間樹上で開満したも

のと開鶏中の雄花穂を採取して室内で開繭させたものに大別し、関係湿度を変えて実施したが採

取当日の場合及び5℃で10日貯蔵した場合とも4xは2xより劣っていた。このことは同じ木本
　　　　　　　　　　10）
性の桑でも同様で、関らはコルヒチン処理により育成し処理5年目に着生した雄花穂で調べ、4

倍性の花粉の発芽率は2倍性（長五郎）に比べ1％の有意性をもって梢々劣ると述べている。ま

た、トウガラシ（CaPsicum　annuum　L）では、新鮮な2x花粉つまり4倍体の発芽率はx花粉

つまり2倍体の1／2で、xおよび2xとも貯蔵時間が長くなるにつれて発芽率は減退するが、そ
　　　　　　　　　　　　　　　1）
の傾向は2x花粉で強いとしている。本研究ではそれぞれ5℃で10日貯蔵後の発芽率について調

査したが4xは2xより劣り、花粉の採取方法の違いはみられなかった。また、採取当日の発芽

率と5℃10日後の発芽率の差を発芽減少率としたが、樹上開満区において差が顕著で4xの減少

率が高く、トオガラシの結果を支持することができる。また、2x室内開蒋花粉の減少率が樹上

開蔚した場合より高く、このことが花粉の採取方法の違いであろう。人為的に作出された多くの

倍数性植物のなかで、花粉管の伸長まで言及した報告は比較的少ないが、先のトウガラシにおい

て人工発芽床上で貯蔵後0～96時間の花粉について調べられている。それによると置床後12時…間

後の花粉管の伸長値はタカノッメのx　花粉の場合、新鮮花粉の119μが最高で、24時間96μ、

48時間72μ、72時間26μ、96時間0μと貯蔵時間の増加につれて伸長力は低下した。また、2x一

花粉では新鮮花粉で72μであったが貯蔵時間の増加につれて伸長力は48時間では31μとなり、

2x一花粉管はx一花粉管に比して3／5程度であったと述べている。本実験では経時…的な観察は実施

しておらないが、採取24時間後の花粉管長は2xがO．243・－O．248　mm、4xは0．157～O．182　mm

で、4xの伸長が2xよりも悪く、開満方法や関係湿度の差による違いもみられなかった。花粉

管の伸長を花柱上での生長に関連させると、4倍体ブドウの巨峰系品種のなかに無核小粒果が混

入する原趾して、胚のうの賄と花鰭の珠孔9tsへの侵入のずれが指擶れぞ鰍本実験力．

らもその可能性をうかがうことができる。

　クルミ科植物の染色体数は1930年RoBERT　H．　WooDwoRTHによりEnglish　Walnut（＝Per・

嚇an　Walnuちル・嬬卿L）Vまか礪類について調査され・いずれもX－16と雛してい

る。しかし、現在のところ核型についての報告はまだない。シナノグルミという名称は俗称で、
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遺伝学的にはペルシャグルミとテウチグルミ（」．regia　L．　var．　o瘤漉s　KITAMURA）の間生種と

　　　　5）
されている。供試樹の美鶴（みつる）は1960年からの長野県の母樹指定事業の際、シナノグルミ

の個体群のなかから発見されたもので来歴等の詳細は明らかでない。最近、各種酵素の開発によ

り細樋の轍が容易となり、微小染色体を保持するmnvmaの絶襯察にも応用され習認

染色体の数と形が種や属などの分類学上の単位に対応してほぼ一定なことが従来から知られ、最

近栄養系で繁殖することの多いクルミにおいても正確に区別できる特異的形質を見いだすことが

できれば、それによって成木や穂木においても品種、系統の異同性を確かめることができるし、

突然変異、キメラ、同・異質倍数体の同定等の確定もできる。以上のような点から比較的微小染

色体の輪郭が把握しやすいAg－1法を用い、先ず4xの原系統である2x　No，552樹の生長点と、

その自然受粉実生根端の染色体観察を行なった。その結果、生長点の全腕長の平均は2．42±0．59

μmで第1染色体のNo，1、2と第II染色体のNo．3、4に特徴があり、　No．1及びNo．3、4

は篠遠の示すs型であり、No．　2はc型に該当した。自然受粉実生根端の全腕長の平均は1。73±

O．43μmで、生長点を材料にした場合よりやや短かったが、第1染色体のNo。1は、　c型で、

No．2及び第VI染色体のNo．11、12はs型であった。両者の核型は2n＝32＝27A十5Bと表わさ

れたが、この範囲の核型の比較では供試材料による差は認められないものと見倣された。今後

個々の染色体について狭窄等の特徴の把握が必要であり、更に詳細な核型分析を進める必要があ

る。

摘　　　　要

　1970年コルヒチン生長点滴下法により育成した4倍体シナノグルミ（4x美鶴No．451樹）の

花粉発芽率の再検討と、原系統2x美鶴の生長点組織及び自然受粉実生根端を用いその染色体の

観察を行なった。

　1．樹上開繭花粉の採取当日の発芽率は2xが10．2％に対し4xは7．3％で、5℃10日貯蔵後の

　　　発芽率は2xが8．5％に対し4xは1．4％であり、いずれも4xが低率であった。

　2．室内開騎花粉の採取当日の発芽率は2xが12．1％に対し、4xは7．0％で、前者とほぼ同様

　　　の結果を示した。また、5℃10日貯蔵後の発芽率は、2xの7．0％に対し、4xは1．9％で同

　　　様に4xが低率であった。

　3．樹上開薪採取当日の花粉管長は、平均2xO．243±0，147mm、4xO．157±0．089　mmで4x

　　　の伸長が悪く偏差も少なかった。また、室内開鮪花粉の平均花粉管長は2xO．249±O．157

　　　mm、4x　O．182±0．106　mmであり同様に4xが劣っていた。
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4．2x美鶴自然受粉実生根端の染色体長は最大2．86、最小1．05、平均1．73±0．43μmで、そ

　　の全腕長及びその形態から16対に分類され、第1染色体のNo．1、2のうちNa　1はc型

　　でNo．　2はs型であり、第VI染色体のNo．11、12はともにs型であった。

5．2xNo．552の生長点を材料とした場合最大3，81、最小1．43、平均2．42±O．59μmで、第1

　染色体のうちNo．1はs型で、　No．2はc型であった。また、第II染色体のNo．3、4は

　　s型であった。

6．これら32本の相同対を求めたところ、両材料区とも16対に分けられ、ともに第XVI対No．

　27までがA群で、他がB群であり、両者の核型は2n　・32　＝27A＋5Bと示された。
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